














































本学では 年より、 英語に興味がある学生 英語が苦手な学生 を対象に英語のサ
ポート学修講座 エンジョイ・イングリッシュ を実施しており、今年度は 年目となる。
過去の 年間の受講状況（累計）は次の通りである。
初年時が 年目を上回っているのは、 コース生が の点数を要求されていた
からと思われる。その後は コースが の点数を進級条件からはずしたため、受
講生は減少したが、英語のサポート学修講座受講生数は、毎年着実に増加し、今年度の受講
者は 月最後の授業時点において、すでに累計 名となっている。実質数は 名（ 回生










英語のサポート学修講座 エンジョイ・イングリッシュ では、最初は コース生が
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つくろった 広げた 羽ばたかせた 震わせた たたんだ
つくろった 広げた 羽ばたかせた 震わせた たたんだ
つくろった 広げた 羽ばたかせた 震わせた たたんだ
つくろった 広げた 羽ばたかせた 震わせた たたんだ
過去の経験から、学習者は英語を理解しなくても正解できる方法を見つけてしまう。例え
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図 （対象 回目 名）
英語授業外学習を促す語彙教材の作成（前田）
ば上の例では、 番の問題だけだと 鳥 の問題は 広げた が正答 と記憶し、肝心の
語彙の “ ” を記憶したとは言えないのである。答え合わせをするとき、ただ解答を
伝えるだけではなく、語幹からの推測方法を伝えた。例えば、“ ” が 広がるイメー
ジ 、“ “ が 上に上がるイメージ などである。今回のテストでは上記のタイプの問題















図 （ ヶ月後 名）
















と、ほとんどすべての受講生が 電柱 、 紫陽花 、 溝

















こで、 波 “ ”、 潮 “ ”、 さざ波 “ ”、 大波 “ ”、 イソギンチャ
ク “ ”、など思いつく限り 以上の語彙をその学習者に伝えると、 週間ほど
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英語授業外学習を促す語彙教材の作成（前田）
で 海 に関する 以上の語彙を覚えた。そのことがきっかけとなり、他の学習者が自分の





ことに気づいた。一つの素材、つまりテーマから、 素材 の仲間、 素材 の部分、
素材 と関係あるもの、 素材 を修飾する語、 素材 に関する動詞、 素







子犬 猛犬 純血種 雑種
犬科の動物 狐 狸 哺乳類
脊椎動物 生物
犬 の部分
牙 鼻と口 毛皮 肉球 前足
後ろ足 腹 へそ 尻 尻尾
犬 と関係あるもの










よだれをたらす 匂いをかぐ 舐める 噛む
吠える クンクン鳴く うなる 遠吠えする
芸をする （尻尾）を振る
犬 を含む言葉
犬かき 犬歯 狂犬病 警察の犬


























は、 仲間として エスカレーター 、 部分として 手すり
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英語授業外学習を促す語彙教材の作成（前田）

































相澤一美、望月正道（ ） 英語語彙指導の実践アイデア集 大修館書店
青木直子（ ） 自律学習 日本語教育学会編 新版日本語教育事典 大修館
青木直子（ ） 学習者オートノミーを育てる教師の役割 英語教育 大修館
家田章子（ ） 自律的な学習を目指す日本語授業の取り組み 桜美林大学
池村大一郎（ ） 語彙力を伸ばす授業の工夫 高校の授業で 英語教育 月号、
梅田康子（ ） 学習者の自律性を重視した日本語教育コースにおける教師の役割 学部留学生
に対する自律学習コース展開の可能性を探る 言語と文化 第 号、 愛知大学語
学教育研究室
太田伸幸（ ） 学習場面におけるライバルの有無に影響する要因 競争と学習に対する態度に
注目して 愛知工業大学研究報告 第 号
加賀田、小磯、前田（ ） 英語学習についての調査研究 大阪商業大学論集 第 号、
門田修平、池村大一郎（ ） 英語語彙指導ハンドブック 大修館書店
恒石昌志（ ） 語源で増やす英単語 ベレ出版
ベネッセ教育総合研究所（ ） 第 回 大学生の学習・生活実態調査報告書
堀野緑、市川伸一（ ） 高校生の英語学習における学習動機と学習方略
前田和彦（ ） 増やしたもん勝ち英単語（動物編） 燃焼社
前田和彦（ ） 増やしたもん勝ち英単語（植物編） 燃焼社
前田和彦（ ） 増やしたもん勝ち英単語（人体編） 燃焼社
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